
　9 月に入っても暑い日が続いていましたが、22 日、島の近くで熱帯低気圧から変わった台風 19 号の通過

した後は、北寄りの風が吹きかなり過ごしやすくなってきました。

　この号を作っている間にも、南では台風 21 号が発生し、なんだか八丈島に向かってきそうな気配があり

ます。この時期の台風はちょっと怖いですね。

　さて今月は、秋の植物とアシタバのお話をお送りします。

植 物 か ら の 秋 便 り

　夏の終わりを知らせる植物、秋の始まりを知らせる植物、9 月にな

ると島のあちらこちらで、いろいろな植物から季節の変わる便りが届

きます。大きな花を咲かせるもの、寄り集まって咲くもの、花が咲い

ていることに気づかないほど小さな花、そんな季節を感じさせてくれ

る植物のスナップにしてみました。白い花もあれば赤い花もありま

す。さていくつの名前が分かりますか？

　上段左から、「○○○○バナ」、「○○○○ソウ」、「○○○バナ」、

中段は「○○○○○ススキ」、下段左から「○○○○ギセル」、「ハマ

○○○」、最後は難しく、「○○ジョ○○○○○○」。

　答えはこの号のどこかにあります。

ア カ コ ッ コ と は 日 本 の 固 有 の ツ グ ミ 科 の 鳥 で 国 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い ま す 。

八 丈 島 で は 一 年 を 通 し て 見 ら れ 、 町 の 鳥 に も 選 定 さ れ て い ま す 。



ア シ タ バ と い う 植 物
　島で「エータバ」や「ヤタバ」と呼ぶアシタバは、日本固有

のセリ科の多年草で、別名「ハチジョウソウ」とも呼ばれてい

ます。「今日、葉を摘んでも明日には新しい葉を出す」ことから

明日葉と名づけられたと言われていますが、もちろんそんなに

早くは芽が出てきません。

　7 月頃から 10 月頃にかけて、枝先に複散形花序をだし、淡黄

緑色の小さな花を咲かせます。種は扁平な楕円形をしていて、

花を咲かせ種をつけた株は枯れてしまいます。

アシタバは、昔、八丈島にサツマイモが導入されるまでは、

貴重な食料であったと言われています。もちろん今でも葉や茎

などを、おひたしや天ぷらなどいろいろな料理法で食べていま

す。島特産のクサヤと和えて食べてもおいしいですね。

　また、アシタバの茎や葉を切ると黄色い汁が出てくるのも特徴です。アシタバに似たハマウドからは出て

きません。この黄色い汁の主成分はフラボノイド配糖体で、その中のカルコン質、クマリン類の体への効果

が色々と研究されています。

ア シ タ バ の 効 力

　昔からアシタバはいろいろな病気に効くと言われています。そのため最近では、生の葉以外にも健康食と

してお茶や粉末、錠剤などの加工品にもなっているものも多いです。

　では、いったいどのような効力があるのでしょうか？

　実は黄色い汁がアシタバ特有の薬効成分なんです。研究によりこの黄色い汁の成分「カルコン質」が、ガ

ンの抑制をする成分であることが分かったそうです。また最近では、現代社会において問題になっているア

ルツハイマー型痴呆症や糖尿病が原因の末梢神経障害などの予防と治療に効果が期待される、神経成長因子

(Nerve Growth Factor : NGF と略)の生体内での産生を顕著に増強することが発見されています。

　他にもアシタバには下のようないろいろな効果があると言われています。

・二日酔いに効く、飲む前に食べると悪酔いしない。

・虫さされ、かぶれに効く。化膿止めになる。（黄色い汁）

・胃腸が丈夫になる。

　またある本では、高血圧・低血圧・不眠症・狭心症・胃がん・肺がん・糖尿病・リウマチ・動脈硬化・更

年期障害・冷え性・疲労感・精力減退・体力増強・肝硬変・肥厚性鼻炎・蓄膿症・風邪・便秘・肩こり・坐

骨神経痛・動悸息切れ・胃弱・嘆息・吹き出物が良くなったということも書かれていました。

　下の表で他の野菜と比べてみてもらうと、アシタバにはいろいろな栄養成分が含まれている事が分かりま

す。これだけ広範囲に栄養分がたくさん含まれていれば、いろいろな効果があることも頷けますね。

繊維 ｶﾙｼｳﾑ ﾘﾝ 鉄 ﾅﾄﾘｳﾑ ｶﾘｳﾑ ｶﾛﾁﾝ ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC
単位 ♟ ♞ ♞ ♞ ♞ ♞ ♝ IU ♞ ♞ ♞

アシタバ 1.5 65 65 1.0 60 540 3700 2100 0.10 0.24 55
さやいんげん 0.9 60 50 1.0 1 280 480 270 0.11 0.13 9

オクラ 1.0 95 60 0.6 3 320 340 190 0.13 0.10 16
カボチャ 1.0 17 35 0.4 1 330 620 340 0.07 0.06 15
キャベツ 0.6 43 27 0.4 6 210 18 10 0.02 0.05 44
キュウリ 0.4 24 37 0.4 2 210 150 85 0.04 0.04 13

春菊 0.9 90 47 1.9 50 610 3400 1900 0.09 0.21 21
セロリ 0.5 34 34 0.2 24 360 290 160 0.03 0.03 6
大根 0.6 30 22 0.3 14 240 0 0 0.03 0.02 15

タマネギ 0.5 15 30 0.4 2 160 0 0 0.04 0.01 7
トマト 0.4 9 18 0.3 2 230 390 390 0.05 0.03 20
にら 0.9 50 32 0.6 1 450 3300 1800 0.06 0.19 25

ニンジン 1.0 39 36 0.8 26 400 7300 4100 0.07 0.05 6
ネギ 0.8 45 20 0.6 1 180 150 85 0.04 0.06 14

ほうれん草 0.8 55 60 3.7 21 740 3100 1700 0.13 0.23 65
資料：科学技術省「四訂日本食品標準成分表」より　

アシタバと主な野菜との栄養分の比較（可食部100♟当たりの含有量）

前のページの答え

上段左より「ヒヨドリバナ」、「センニンソウ」、「ヒガンバナ（曼珠沙華）」、中段「ハチジョウススキ」

下段左より「ナンバンギセル（思草）」、「ハマアザミ」、「ハチジョウイノコズチ」　でした。



タデ科の多年草。

イタドリの変種で、大きく、葉が厚く、光沢がありま

す。伊豆諸島の大島から八丈島で見られます。

若い茎を折って、その皮を手でむき子供たちはそれをお

やつ代わりにして食べていたそうです。

島では「イタガラ」と呼んでいます。

八丈植物公園季節調査会の報告

八丈ビジターセンターでは毎月第二日曜日に八丈植物公園季節調査会を開催しています。この行事は、

植物公園内の生き物で季節を感じようという趣旨です。毎回、見られる植物がどのように変化してい

くのか、またどんな鳥や昆虫が見られるか観察しています。

前回は 9 月 8 日に観察会を行いました。下の表が調査記録です。

ハチジョウイタドリ Reynoutria japonica var. terminalis

八丈島では、内地とは少し様変わりした種や独自に進化した種など聞き慣れない種があるのが特徴です。

今回は、植物公園内でも見ることができる「ハチジョウイタドリ」にスポットを当ててみたいと思います。

八丈植物公園季節調査 （平成14年第8回）

平成14年9月8日（日）　13時30分〜15時　

参加者・落合、青柳、安彦、金山、V.C.菊池

NO. 和名　（島名） 状態 NO. 和名　（島名） 状態

草　本 43 アオツヅラフジ 実

1 ウリクサ　 花 44 ハチジョウイタドリ 花

2 コニシキソウ 花 45 ノコンギク 花

3 コミカンソウ 花と実 46 ヨモギ 蕾

4 メヒシバ 花 47 ヤブガラシ 花

5 カタバミ 花 48 ミツバ 種

6 イワニガナ 花 49 ヨウシュヤマゴボウ 花

7 オニタビラコ 花 50 ニガカシュウ 花

8 ハナイバナ 花 51 ツルソバ 花

9 ニシキソウ 花 52 キツネノマゴ 花

10 アシタバ 花 53 キンゴジカ 花

11 イガガヤツリ 花 54 アリタソウ 花

12 コゴメガヤツリ 花 55 アキノエノコログサ 花

13 チチコグサ 花 56 アキノノゲシ 蕾

14 チチコグサモドキ 花 57 セイヨウタンポポ 花

15 ママコノシリヌグイ 花 58 タチスズメノヒエ 花

16 オヒシバ 花 59 イヌタデ 花

17 キンエノコロ 花 60 ハイメドハギ 花

18 タカサブロウ 花と種 61 センニンソウ 花

19 ベニバナボロギク 花と種 62 ヒメジョオン 花

20 ハキダメギク 花 63 ヒメクグ 花

21 タケダグサ 花と種 64 カヤツリグサ 花

22 ツルボ 花 65 オムナグサ 蕾

23 ヤブマオ 花 66 ハハコグサ 花

24 ヤクシソウ 花 67 ザクロソウ 花

25 ハシカグサ 花 68 アメリカイヌホオズキ 花

26 ウスベニニガナ 花 69 コセンダングサ 花と種

27 ヌスビトハギ 花 70 テリハノブドウ 実

28 オオアレチノギク 蕾 71 ノシラン 花

29 オオバコ 花 72 キンミズヒキ 花と種

30 イヌホオズキ 花 73 シロバナセンダングサ 花と種
31 ツユクサ 花 74 セイタカアワダチソウ 蕾

32 ヘクソカズラ 花 木本

33 ケナシヒメムカシヨモギ 蕾 1 ヒサカキ 実

34 カラムシ 花 2 アカメガシワ 実

35 ヒナタイノコズチ 花 3 シマクサギ 花

36 シマスズメノヒエ 花 4 ガクアジサイ 種

37 ヒナギキョウ 花 5 シチトウタラノキ 花

38 クズ 花、盛り 6 サカキカズラ 実

39 アオノクマタケラン 実 7 ヒメユズリハ 実

40 ヒヨドリバナ 花 8 オオムラサキシキブ 実

41 イヌビエ 花 9 マンリョウ 花
42 ホウキギク 花 今回は植物83種を観察しました。　　　　　　　　　

※ビジターセンターでは八丈植物公園の季節変化の公開調査を月1回程度行なっています。

　興味のある人は窓口でお問い合わせください。

　植物の名前をこれから覚えたいと思っている人など大歓迎。 次回調査は10月13日（日）です。



東京都八丈ビジターセンター　2002.10.1　第 17 号

開館時間　9：00 〜 16：30　年中無休（無料）
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東京都八丈島八丈町大賀郷 2843
電話：０４９９６−２−４８１１　Fax：０４９９６−２−４８８８

（ホームページでは、「こっこめ通信」をカラーで見ることができます）

イベントプログラム

ビデオプログラム

10：00 〜　八丈・海・生きものたち

11：00 〜　八丈・四季・人・自然

14：00 〜　八丈・四季・人・自然

15：00 〜　八丈・四季・人・自然

16：00 〜　八丈・海・生きものたち

上記以外での上映は予約にて可能です

植物公園季節調査会
植物公園内で動植物の調査をしながら季節の変化を一緒に感じよう。
10 ／ 13　（13：30 〜　約 1 時間半）
中学生以上　ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15 名

動植物を観察しながら昼食を挟んで富士環状林道約１０ km を踏破
10 ／ 20　（9：00 〜　約 5 時間）　　定員：20 名
小学生以上　ビジターセンター 集合・解散　参加費：1 ０００円（交通費含む）

八丈学講座
「八丈方言を楽しもう」

毎月行っている八丈学講座、今回は島の方言を楽しむ行事です。
10 ／ 26　（13：30 〜　約 1 時間半）
中学生以上　ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15 名

富士環状林道ハイキング


